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りす。子仲1果今年夕罹冬右々にt症沁ﾀﾞ重声々経=希牡ら事″

　　　　　　　　

j｡●｡｡ゝゝ〆■

　　　　　　　　　　　　　

F..

　　　　

I

　　

少なく々リヤ≒冬才沿㈲べっス郡業夏酔白心抑圧帰する’
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＜北海逡難病連・全ヽ國箭無力症友の会体制・全座］患善象族固体
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内げ掬吊で育冶動牛すぷ≒……jﾐﾑ､八万の願いや委衣を哭現灸琥ろ為卜

打、より振い組織に力を鶴集したければたりません／。
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兪留患者・衣族団体協議会（Ｊ Ｐ Ｃ･）十対して
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生活に閲わゐ福祉制度の相談研胤しの増加傾向がぽっきりと現わ
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尚余研助会収入/松病遥泌力会渥還元（湊会廸収入ゐ何れも増
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ところで了。
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④支部総会・医療嫡女会 ５月岬白 出席人数

　

２∂名

ｏ

　

函ﾐ療猪演会

　　

墳題：７筋無力症の治座』

いい=づ講師；
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1 990年度

部会決算報告書

自：i 990年４月　１日

至：199 1年３月３１日

皿秤又入(7)吝｢S

科　　目 ９０年度予算 ９０年度決算 摘　　要

会　費　収　入 ぶタヱjnﾇ な/ズぐ匹 ￥９ｙＱバ-VI' X-i　ぷに゛゛゛

賛助会費収入 - 拓夕<?uV べ7 /.≪l*f9

上部団体助成金収入

配分交付金収入
><'72./57rD ズク/ s-vr?

jj恥を

参加費収入 fZV^HTV ｚぶ/、ffirip す勿Sを,j－疫冰瓜～.Jμ吸４､、ｌｓ

寄付金収入 々- -よ,つな齢 バ簒柵

協力会還元金収入 - ぐ/7rZﾌ 哉釦訃り

募金箱還元金収入 /-tyrn* ノ分か必

署名募金還元金収入 /■t.crv 9.9CT.〉

販売事業収入 ｚ汐ご?ど７？ ぶタ／クク 哨1恥．蜘だhM-s^弘

その他の事業収入 ９。（ｙで‘ｌ）冶
受取利息収入 /.Ip/t Ｊヲタ冷 漏弧ﾀﾞ諒．

雑　　収　　人

積立金取崩収入

前期繰越金 ｚ心ｦ片 ｚ心%t

収入合計 Ｚぐやぶぶ77 ／み92Jj＆

㎜まｊ=Ｕび）音IS

科　　　目 ９０年度予算 ９０年度決算 摘　　　　要

会議費 。2∂次ぶZｒり 1^/^.ij.か

役員会費 - ."^t.uAc g‘ｰ耐斎4ヽ蔵帑責摘ｃ

中央会議費
-肖

難病連会議 ／どり＼t71>t> hｍコ

- ？－

㎜ご支二 陸fl（７）音５

科　　目 ９０年度予算 ９０年度決算 禍　　　要

事業費 ズぷ■＼in^-o ズ々？/ぐぶ

総会・大会費
/Zﾂど1ぶ7゛Zﾌ ｚ。４｡９か 似４瓦1き々々弧名レ4レ

難病連全道集会 ／ど?A^T7Zﾝ ｚﾀ'S.S'i^^

医療講演会 a/4∂/ 低吟湖縮ｔ
検診相談会

機関紙・誌費 んZ4f？“Z7 yj,＆夕必 ４ｅ折や

指導パンフ

研　修　会 ／ぶぷ'7^rt> 7/Zy7ﾝ 俘ゐ獅條
療育・交流会費 /jぶボytﾝ ？コ,／~17 大薦幼女齢昶咸昏４､，

実態調査費

地区育成費 ぐＺぴれ）なぶ.eirtﾝ 僧･W乙名軸、4tj麦畑

相談員補助
うA fTTTO か吹ヽ//汐 虐心細糾名酒。

活　勤　費 - 4£～９￥∂ ｕ｀pかむ,ジ辰參心

負担金 tﾉんａら ぐ次.が１,-･

全国会負担金 .J.ぐ｝かｒ１ -i^~Ji-o:｡４ ｐμのべizcA

難病違維持会費 心- こＸ／だ77j 庭蔵摩,~
み･ｊ･μ よ♂TK-Q こ）δ?ｒ瓦 低酒匂瀞勿廸1収＆

維持運営費
／ぶぷj(TlTi' ぶどりぶ

事務局費 iZ?Jβ7 ^■J-9とか フヒ'－φと，

事務消耗品費 ／ぷど7ざ３ ／り∂∂ク ヌA^fit

通　信　費 ｚか-dm- ^ >iAQ 詞心４加寸
交　通　費 ＿心四 ．９叫j7ﾝ

資　料　費 ／か£rm ;> /e-ii

雑　　　費 ／£ｸ∂y77 ZZ）

積立金支出 2.痴1遠今 ょ鳶ど7さ7ﾝ

予備費 ぷむ匹 柘槌･‰7，

次期繰越金 りｸ溌ど ｔＬ。禁ｔ鴛;‰，7み

ま:とh台･言十 ／むSり7z7 Ｚ,ぐiりぶ３ぶ
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全国筋無力症友の会北海道支部

工

　

９

　

９

　

０年珍ご

上記の件について

報告いたします。

会計監査

゛.1.:.:,l･

会計監査報告

屋正なる監査の結果、適正である

19 9 1年５月１１日
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４／７

　　

１６

　　

２１

　　

２２

゛５／２

　　

１６

　　

１９

　

２９

６／７

　

１２

　

１８

　

２３

　

２４

　

３０

７／７

　

１９

　

２８

事務作業

　　

ノ

難病連総会

事務作業

支部総会

事務作業

編集作業

機関誌印刷

　　　

発送

大阪支部来道

事務作業

年度支部活動日 言志

決'算打合せ

総会案内状発送

会計監査

医療講演会

夕食会

（交流会）

　

道東旅行

　　　

玉井

　

東谷

　　　　　　

東谷

猪口

　

鎌田

　

高田

　　　　　　　

東谷

下広

　

室谷

　

高田

　

東谷

　　　　　

２５名参加

　　　　　

１８名参加

　　　　

高田

　

東谷

　

猪口

　

高田

　

東谷

鈴木鈴木猪口高田竹村東谷

伊藤猪口高田鈴木竹村東谷

　　

猪口

　

鈴木

　

玉井

　　

伊藤一中道

　

東谷

　　　　　

高田

　

東谷

　　　　　　

支部大会案内状発送

　　　　　　

甫札幌病院患者訪問

難病連全道集会

　　

支部総会

¬j r.－

高田

　

東谷

中道

　

東谷

　

２１名参加

鹸八

・皿㎜･

゛｜



８／６

　

２９

９／５

　　

’９

１ ７1

２1

２6

１ ０ １１０

Ｆ４

１８

　　

２１３

　　

２５

12/7

12

13

●

　　　

２０

1 / 12

　　　

１９

　　　

２４

２／１２

事務作業

機関誌編集

事務作業

難１００万本のバラコンサート

機関誌編集

　　　

印刷

　　　

発送

ＪＰＣ街頭署名

ブドウ狩り

事務作業

　　　

甫札幌病院患者訪問I

事務作業

機関誌編集

　　　

印刷

　　　

発送

事務作業

（領収書発送）

難病連役員研修会

　

事務作業

- に2j一一

高田

猪□

猪[コ

猪口

高橋

玉井

　

東谷

高田

　

東谷

高田

　

東谷

　

１１名参加

高田

　

鈴木東谷

猪口

　

東谷

高田

　

新出

鈴木

　

西野東谷

猪口

　

鎌田

高田

中道鎌田

５名参加

　

東谷

竹村東谷

　　　

高田

　

東谷

　　　

猪口

　

東谷

　　　

猪口

　

東谷

中道鎌田猪口鈴木

　　　

竹村

　

東谷

　　　　　　

東谷

　　　　　　

東谷

　　　

猪口

　

鎌田

　　　

高田

　

東谷



２／２７

　　

２８

３／

　

１

(蕪)バター準備手伝い

　

分

　　　　　

"

　

ｙ

　　　　　

リ

２

　

⑩チャリティバザ二手.伝い

３

　

４

　

１

　
　
　
　
　
　
　

圭

１

２

２

２

５

０

５

７

その他定例会

１２／９

－７
プ

新･会員を囲む集い案内状発送

機関誌編集

難病連会計監査

機関誌印刷

　　　

発送‥

　　　　

猪□

札幌地区新会員を囲む集い

難病連理事会

　　　

６回

難病連事業資金委員会

支部運宮委員会

　　

７回

⑧ヶヤリｆ

　　

竹村．東谷友人西野

　　　

，

　　

竹村

　

東谷

　　　　　　　　　

竹村

　

猪口竹村鈴木東谷友人

　　　　　　　

（西野吉本）

　　　

猪口

　

竹村

　

鎌田

　

，

　　　　　　　

高田

　　　　　　

高田

　

東谷

　　　　　　

猪口

　

東谷

　　　　　　

高田

　

東谷

猪口

　

高田一竹村

　

東谷

中道

　

高橋

　

鈴木

　

竹村

　

福田

　

中村新会員

　

，

　

伊藤

　

高田

　

東谷．

５回

　

伊藤

イクリスマスノ？一テイ

猪口

竹村

　　　

鎌田

竹村

　

東谷

鎌田

　

高田

鈴木

　

東谷

２５名参加

i一.,|

心◇心◇〈こご＞◇心◇心◇づ

１３一一
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１９９「年度の活動方針は」

り小､込｡f
'･1

　

-･¥
j.･'91

Ｏ

　

全国筋無力症友の会本部りじ海嶺難病連，日本思考・家族團

　

体協議会(TPいと共に平加で豊か々杜会の創造を目ざして頑

　

張ﾘましよ八

　　

苛卜今年則高齢化の遠む中々右宅医療推進の対策ヤ，圧巻

　

法改正じよって長期入院不能となる実態，声人保健法の別別こ

　

伴っマ生ず引々に対して，JPふとして‾灯

　

行動を農閑しひ(ﾅればならないとしり松運ヵ･高まって輿り迩斗

　　

私几訓釈経俳大図曰本に見合った医療や福祉原発辰１ほブ

　　

して，峡川

　　　　　　　　　　

.

　　　

I:

　　　　

r.

　　　

S.

　　　　　　　　　　

I

　

lf

　

¶ ■　　　　　･I　　　　I
○

　

みんなで少トずう力１出ヽし昏っ辻本外局修訂を盛り立丿てま･し

　　

ょうパ糾務局は:今トス,手不足で,づ反にわた心広汎た岸戈ｔい

　　

喘しヽでぃﾐt寸．．

　　　

／

　　　　　

……

○

　

一べ,で悩乙々叫る忠唯言なイレレ全ての恋々ヵぐ竃切な医療と

　

福祉が受けられろ]ようか,ﾉ心の～を開卜て語り,合い助け合い４

　　

しょ･シバてのたわ回七橘緬動昨塊面七福りｊしょう．

○

　

支部結脱当時や罹島崎を思い起こし，初八4ヽいか七つて友愉池

　

勅の意義を再碓認しよしょう．又，２１世紀に向けての友の蚕

　

活動を創造しましょう．

一陽一

4｡｡４。。４｡。
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友の会賛助会ぶ5と霞病逝協ヵ合員への加へ運動左道か，運動

　

の輪り

　

元１粍，友の会の冶勧£支剋ま寸。
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４月

５月

６

７

月

月

｀″８月’｡

　

９月

１０月

１１月

１２月

　

１月

　

２月

●

　　

柚

゜ニド匹
一

一 年度行事計画

-16-

' s

支部総会

　　

医療講演会

　　

交流会

全国総会

　　　　　　　　　　　　　

難病連総会

機関誌（わだち）発行

　　　　　　

一

支部大会、医療講演会

　　　

難病連全道集会

　　　　　

・

　　　　　　　

（洞爺湖文化’センター）･

機関誌（わだち）発行

地域懇談会、秋の親睦会

　　

鎌田宅ヘブドウ狩り

医療講演会丿親睦会ミ・

　

旭川地区を予定しています。

機関誌（わだち卜発行

　　

難病連チャリティクリスマス

機関誌.I（わだち）発行

　　

難病逐チャリティバザー

新入会員の集い



財団法人北海道難病連

　　

199 1年度

部会会計予算書

一支出の部

科　　目 ９０年度決算 ９１年度予算 摘　　　要
事業費

沿砂息 々J/つzヶ777･
総会・大会費 /^e. zijj-

/
/Z?/りδ？７?

難病連全通集会
／りぶぶλゞＺ ，6ぶ7?，

医療講演会
Ｊ／必f/ 夕,δ７-iり 釦f海ぶ忙

検診相談会

機関紙・誌費
.9ら9ﾀ＆ ノノiﾉり/7?r7つ ｙた･ｔ冤行

指導パンフ

研　修　会
タ/・･2 ／かどrz-'-j;

レク・交流会費
ぶ２ﾉぶ■b ／,姑どｉ７７

実態贋査費

地区育成費 μタ，rファｉ らど四） 徊や函剱,政ﾆl
相談員補助

ｒざ7//タ 勿･ぶ？？ 索s変色t
活　動　費 必＆タμ乙7 クo.oex> ．麿恥．ｪP･

負担金
f/j?,r。-1. ぐ¢心気

全国会負担金
。i^-Z-^ヶ７９ ４おぷ９ @2./^^ (3かが糾色

難病連維持会費
よざ/ayZｸ ぶか-9..c^^^ 剱癩F

Jヽβぺ
ふぶ7ylｺ ΣZi？で 砥癖肴持重■■ifm^^

維持運営費
ぶｚj3ぷ ／ｆＺ。ｧz･7）

事務局費
４ｊ,ﾀ芦σ １＆､Czyb コ6'―WL.

事務消耗品費 ／ｊ,βｊタ ／ﾉｸZI?ﾌﾞ？7 手刄吊忍
通　信　費

タＪ４タ &7'TS':。 +77? ■da
交　通　費

ｚタ暇ｓ 一一
資　料　費 ∂／ｒｔ） ぐｒぎ・）
雑　　　費

心 ノク67乙り

積立金支出 ふamm/か ぶ心 -∠ぐ立乙
　かなフコ

予備費
- 　 ’ - Ｗ - － 　 　 　 -

- 　 　 -

次期繰越金
2Jｳ刄Ｚ

支出合計 /j'ﾀ2ぶｅ A'666-/:^v-o

吝β会名

自：１９９】年４月

　

１日

至：I 992年３月３１日

一収入の部　　　　‾‾
科　　目 ９０年度決算 ９１年度予算 摘　　要

会　費　収　入
ダ/2加-lｺ - /j政μａ･

賛助会費収入
ダ.5 cvtﾝ がど，づZI・7 ‘a/く〃ｔ

上部団体助成金収入

配分交付金収入
ぶクズβZa7 ズ刄p ^TT-I］ 滉濤即ｔ

参加賀収入
/ /=/,£nro ノｒりｒｒて］

寄付金収入
ぶρ4乙ぜ叶 仕ごｂ

協力会還元金収入
ぐブワ心 七Z？で

募金箱還元金収入 ｚ£Eり
ぶβΓΓｔ 鳶鴫秘必答

署名募金還元金収入
タタｒで ｙぞヽタ72

販売事業収入
刄タ／クク foe. irE-i＼ ぢ茫冴.たりか£な，

その他の事業収入
？ｆ７？ ジ

受取利息収入 ｡々.夕夕＆
{A "5CTi

雑　　収　　入
Ｊ／μ

積立金取崩収入

前期繰越金 ノjaﾀ忿ぐ- 8-<^.7^ぶ

収入合計 ／ざ免 /.A/.k 47Zの
=-一一ヽ-一支出の部

-

料　　　目 ９０年度決算 ９１年度予算 摘　　　　要
会議費

^&-M.ぷ９ --
役員会費 ｊｔμざ/ﾌ - 希世むな恚恥?、t‘.-y

中央会議賛
ノ6、ざ３ｔ 赳敲絹豺路ふ難病連会議

ぺこり //）/r7i･

-

17－



ふ

－ ■ ■

議案

　

く.6 よ

　

９

　

９

　

よ

　

年度

支部長

　　　

猪口英武

副支部長

　　

鎌田

　

毅

　　　　　　

中道和子

事務局長

　　

東谷美智子

会計監査

　　

下広

　

栄

　　　　　　

室谷えみこ

運営委員

　　

伊藤たてお

　　　　　　

高田淑子

　　　　　　

竹村慶子

　　　　　　

鈴木恵美子

　　　　　　

鈴木淳子

連絡員 （旭川地区），

（

　　

々－

　

）

（釧路地区よ

（早来地区I）

（帯広地区）Ｉ

役員改選バ案）

（機関誌編集委員長、難評議員）

（全国運営委員、難理事）

（機関誌編集委員）

（機関誌編集委員、難評議員）

（会計）

〈難専務理事、事務局長〉

（機関誌編集委員、難評議員）

（機関誌編集委員、難事業資金委員）

く機関誌編集委員、難合同レク実行委.

（機関誌編集委員）

滝田清市

秋葉みどり

沢口愛子

成田庄次

小野関政子

　　

）

（難理事、旭川支部長）

（難評議員、早未剱ｎ暇）

（難帯広支部役員）

一丿合-

ｊ員



連絡員I･ら:

　

（阿寒地区）

　　

佐々木昌子

　　　　　

（北見地区）

　　

成田

　

あき

　　

八入

　

犬

　　　　　

’▽’＼佐藤し貞行

　　　　　

く空知地区）

　

ご新出

　

静子

　　　　　　　　　

几

　

……林

　　

麗子

　　　　

トｌ

　

。“

　　　　　　

長谷川ムツ子

　　　　　　　　　　　　　

山田

　

和美

　　　　　

（函館地区）

　　

三品

　

奈奈子

　　　　　　　　

’

　

、‥兄大沼

　

美恵子

　　　　　

（苫小牧地区〉

　

鈴木

　

淳子

一日

（難阿寒支部役員）

（難北見支部役員）

・
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タジ

ｖ
お
忙
し
い
と
こ
つ
い
っ
力
「
わ
が
男
Ｊ

を
お
送
り
い
匹
蔓
ま
し
て
㈲
難
１
　
子

い
ま
１
　
ご
驚
四
十
年
間
の
サ
女
生
京
を

六
早
懸
軍
に
が
り
ま
し
弓
肺
経
内

科
勤
務
回
耳
闇
に
荷
い
出
多
回
与
っ

マ
お
ｙ
す
。
と
立
裏
露
尊
信
坏
に

も
、
肉
体
的
に
も
大
変
で
し
犬
衣
臆
讐

て
下
Ｉ
．
ご
～
筒
を
友
首
蔽
レ
高
り

雀
す
。

　
　
　

函
館
市
巻
山
百
ッ

～
ｙ
ご
黙
沙
汰
し
て
叙
り
ま
痍
脚
豚
手

術
接
七
香
資
ぎ
ま
レ
鳥
ま
で
喪
・

く
な
り
普
通
洽
嘉
巻
送
づ
ｙ
竃
作
、

ま
だ
四
肖
仁
漢
通
院
屁
幌
で
て
ぃ

ま
て
出
席
で
ま
せ
ん
が
、
替
え
も
元

気
誕
誉
マ
下
で
Ｉ帯
広
布
大
良
信
雄

-

．
ｙ
・
い
つ
な
皆
様
い
μ
お
世
話
に
亨
マ

お
り
ま
す
。
今
席
の
総
会
に
缶
で
八

い
乙
号
マ
お
り
ま
レ
京
、
体
調
を
人
ず

し
四
月
学
吾
で
昌
赤
折
芥
入
院

し
て
七
り
づ
ズ
ズ
よ
で
兵
願
い
い

た
与
ブ

北
見
市
成
゛
ア
そ

▼
毎
回
欠
席
で
申
い
訳
叶
あ
り
ま
せ

ん
。
役
員
の
方
い
つ
む
あ
沁
と
９
　
こ
さ

い
ま
す
こ
ふ
笑
よ
こ
喬
願
い
与
竃

　
　
　

旭
訂
に
宰
宮
坂
真
初
子

ｖ
音
叉
残
念
果
ら
μ
席
で
き
ま

せ
ん
。
皆
で
ル
に
よ
乃
し
く
お
伝
え
下
さ

り

　
　

。

　

月
形
町
新
示

ｖ
峰
子
μ
た
だ
今
入
隣
々
お
。
り
ま

｝
の
で
幽
席
孚
晋
ん
遥
藤
号
ろ

　
　
　
　

１
　
幌
市
エ
藤
布
子

ｖ
告
穫
発
気
７
１
　
公
私
ぶ
苛
斗

と
い
っ
蔓
こ
否
運
総
４
　
谷
ぼ
学

卒
へ
行
々
丁
度
留
１
　
回
１
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日光鬼怒叫への旅（第2j胞隠）総会出席）
中道和子必ｓ=＝=ｉニ５

　

今年の全国総剣巧月旧口、栃木県島帑川温泉と沃。八郷ま

昨年のうフちでし几観白酒然日光になる、早くから心イもり

をして、なゐべぺ大勢て秀加し全国の仲間と集い､/所緑の日光

見物が出水たらよいと思いまし紅。しかし曰光μやはり遠方

です、粘局３名で鬼診川総会八行っマ参りまし几

　

、

束谷さん､福田方ん∠牛道と３人は症状も安定し体力、気

力も充飛ばろばる行くのだから最大限辛しみＪし洙うと。丿３

泊斗回の予定で､て削ﾜ日早朝干歳から羽田へ向いまし几午

前中に着い八東京μ八､りと暑タＪ≒　･、　ｉ

　

早速予島脳扱い東事良物？下厘う七てこんなに/ｙ不払ヽの％

と人の爆をかき分け､誦谷ﾚ青山ノ鋤岸七日の暮れろまで遊ん

　　　

･1

　

I■･¶f

　　　　　　

･･●.

　　　　　　　　　　　　　　

I
乙都内身本障害莽福祉ヤンタうニ第づ笑し‥‥‥

　　　

‥‥‥

ﾚj………た白百大才力々飛会当日/ブ

う。移O庚参事窓の山Ｑ庁に､ﾚ=初めマ見八紫の花のﾛﾀﾞいマいる

木μ桐の木片そうで≒昔ば女(ﾌ･子が生れると庭に植えマお嫁入

りのダンスを作っ八予う唇す｡.l!時３０介勁で;川到看。その項に

μなっ分しいお願が匹ぱいマ寸/参事文節の迎えの車了会場

二葉館へ｡会場にはこれ迄嗣蕭を進めてこられ紅会員・丿家族

に礁かく節えら札予後7時からの総会に臨みまし紅。予定(7)

参加者をよ回り､い､令達畳の六鋲屋にぐ支帑枇さんがおっしゃゐ

にほ晋小屋になっ八と)に30名が集い裏し八。

　

総会の掃怖○命望。マづ貿い几匹くことにし乙夕食会ば

地元の民謡と踊皿会Ｌ豺知カラオケと賑やかに交流しま

し九。

私などはこうし匹集会も同窓冷ヽ心うに楽しみが先ですぶ.

　　　　　　　　

‥-→評-



そ糾問も郎ヽ絆矩はそ佃丿鸚じに啄湘談砂れ借彩打見

ぐ報も以前琵い……ﾂﾞづよ柏２岸前奏秋々総会ト吋会水蘭西

がら初めて米られ八､という男性が､「あな八方は浪達に会叫漣

の卜米ていゐすう几と年肘うに言われまし仁四半世糾メ

上七MGマ几一参二碁仏ぺ「終生の推丿蛸七戸良くすゐ

＼しかありま甘ん｡秋田で宙会いし紅そめ方に今回態鴨川でニ

コニコ元気に再会レまし几ご不浙はないようでし几や函ト

　

。

友の会は大士刀ですレ

　　　　

ニ

　　　　　　　

ダ‥‥‥‥

　　　　　　　　　　　　　

｡

　　　　　　　　　　　　　　　

･j―I･
。ふ目目。鷹望の曰光観光はにかよいお元気で暑入､八平

　

●

工八／加号参与平亀如N｀スに今乗レガイドヤんめ巧みな話術に

]車郷需ぐぐ
郵贈頑が斜

の日光を満喫しま七八。神机お奇の石段、

　　　　　　　

Il㎜㎜■■･
ぐレ会最さん仏性姉(個冶ヽキんも貼疲れ．

､j-

　　　

-_ふJ4八ｙ

　

、ぷ･....､L｡rｺ、/?＜'こr7ヘＪ/ぶ

ようｙ仁科九が終べ３時30雁考丿肘佇問乍又Ｑ再介ｦを約
W' j　～　I~..r/wy‾　･9　　・　　－　　　.¶･-･=･7●　I
八寸加世しまレハ,最撞の宿㈱指昿玉庫次郡ﾋﾞ攻勢溶

翁で川渚温泉で竃関酉升に押ぐれ気脈に夜更けまで賑やぐに

　　　　　　　　　　　

.

　　　　

－

　　　

iF.●..I-W.●..･

　　　

■
絆冬ｿ弘口心晴ヤ憚運７す.浅爽勁回如肩づん心残り

右借しんで乱別札篠ば弓人乙有草ｲ中見世をブラブラレ臓張

っヌよ野ぞj一寸見てレヲ方羽田すら札悍へ嘸亭帰りました.愉

い八八鬼俗啼行嶮終りﾂﾞｽ

　　　　　　　　

……･

　

簡単ですが報菅させ万い友瞑きまし友．

ｉ

２雪

●
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会費納入のお願い
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